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こ
の
一
年
以
上
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
が
す
っ
か
り

変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
会
員
の
皆

様
も
そ
れ
ぞ
れ
に
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を

受
け
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
拝
察
し
て
お

り
ま
す
。
同
窓
会
の
年
間
計
画
の
最
大

行
事
で
あ
る
総
会
も
、
二
年
続
け
て
懇

親
会
を
開
催
し
な
い
形
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
当
番
学
年
に
当
た
る
同
窓

生
に
と
っ
て
は
十
年
ぶ
り
の
こ
と
で
あ

り
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
方
も
お
ら
れ

た
か
と
も
思
い
ま
す
と
残
念
で
仕
方
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
当
番
学
年
の
代

表
者
を
迎
え
て
の
総
会
を
開
く
こ
と
が

で
き
、
安
堵
し
ま
し
た
。
本
部
の
総
会

に
各
支
部
の
代
表
者
に
ご
出
席
い
た
だ

き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
の
様
子
を
お
聞

き
す
る
こ
と
が
、
同
窓
会
の
活
動
に
お

い
て
と
て
も
貴
重
な
こ
と
な
の
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
機
会
を
二
年
続
け
て
も

つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
と
て

も
残
念
で
す
。
各
支
部
の
総
会
も
こ
の

状
況
下
で
は
開
か
れ
ず
寂
し
い
限
り
で

す
。
こ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
収
束
し
た

時
に
は
、
ま
た
大
勢
の
同
窓
生
の
出
席

者
を
お
迎
え
し
て
の
総
会
が
開
か
れ
ま

す
よ
う
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
、
世
の
中
は
す
ご
い
勢
い
で
Ｉ
Ｔ

化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
が

そ
れ
に
い
っ
そ
う
拍
車
を
か
け
た
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
仕

事
、
学
校
、
果
て
は
飲
み
会
等
、
直
接

対
面
し
な
い
で
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
、
そ
の
機
能

の
便
利
さ
に
驚
き
ま
す
。
私
も
何
度
か

体
験
し
ま
し
た
が
、
会
場
に
行
か
な
く

と
も
自
宅
で
参
加
で
き
る
利
便
性
、
遠

方
の
人
々
と
も
す
ぐ
に
画
面
越
し
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
こ
と
な

ど
が
良
い
点
だ
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
の
同
窓
会
活
動
に
お
い
て
、
Ｉ
Ｔ

を
ど
の
よ
う
に
活
用
で
き
る
か
を
検
討

し
な
け
れ
ば
と
の
意
見
も
聞
か
れ
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
男
性
の
同
窓
生
も
増

え
、
日
中
の
集
ま
り
だ
け
で
は
参
加
が

難
し
い
人
が
多
く
な
る
こ
と
も
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

同
窓
会
発
展
の
た
め
会
員
の
皆
様
か
ら

の
建
設
的
な
ご
意
見
、
ご
提
案
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
お
力
を
同

窓
会
活
動
へ
ぜ
ひ
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

現
在
そ
し
て

こ
れ
か
ら
の
同
窓
会
活
動

同
窓
会
会
長
　
坪
　
井
　
有
　
子
　

（
昭
和
41

年
卒
）

母校シリーズ（27）母校シリーズ（27）　　　　　　「弓道部女子団体　全国大会３位入賞」「弓道部女子団体　全国大会３位入賞」
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■令和３年度 福島県立橘高等学校同窓会 一般会計予算書
収入金額　2,374,822円 自　令和３年４月１日
支出金額　2,374,822円 至　令和４年３月31日

収　　入 （単位：円）
項　　目 予算額 前年度予算額 比較増減 摘　　　　　要
会　　　費 1,820,000 1,820,000 0 同窓会費6,500円×280名
雑　収　入 10,000 10,000 0 利息・寄付金
繰　越　金 544,822 422,255 122,567
合　　計 2,374,822 2,252,255 122,567

支　　出 （単位：円）
項　　目 予算額 前年度予算額 比較増減 摘　　　　　要
会　議　費 10,000 10,000 0 役員会会議費等
総　会　費 70,000 150,000 △80,000 総会要項等
助　成　費 700,000 700,000 0 全国大会出場助成、看板、卒業記念品等
慶　弔　費 150,000 150,000 0 慶弔・支部総会祝金等
通　信　費 40,000 40,000 0 切手・はがき代等
旅　　　費 60,000 60,000 0 支部総会等旅費
事　務　費 550,000 450,000 100,000 事務用品・事務作業手当等

維　持　費 560,000 560,000 0
セミナーハウス維持管理費
280名×2,000円

積　立　金 200,000 120,000 80,000
予　備　費 34,822 12,255 22,567
合　　計 2,374,822 2,252,255 122,567

（執行にあたっては項目間の流用を認めるものとする）

■同窓会館たちばなセミナーハウス維持管理費報告
　収 入 金 額 8,643,713円
　支 出 金 額 177,370円
　次期繰越金 8,466,343円

◎収　　入 （単位：円）

項　　目 予算額 決算額 比較増減 摘　　　要

会　　　費 560,000 562,000 2,000 2,000円×280名、転入生分

雑　収　入 0 0 0

繰　越　金 8,081,713 8,081,713 0

合　　計 8,641,713 8,643,713 2,000

◎支　　出 （単位：円）

項　　目 予算額 決算額 比較増減 摘　　　要

維 持 経 費 500,000 177,370 △322,630 光熱水費、業者清掃等

施設維持管理費 8,141,713 0 △8,141,713
合　　計 8,641,713 177,370 △8,464,343

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日

頃
よ
り
橘
高
校
の
教
育
活
動

の
充
実
の
た
め
、
多
大
な
る

ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
心
よ

り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
の
戦
い
は

続
い
て
い
ま
す
が
、
対
応
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
全
国
一
斉
学
校
休
業
等
の
措
置
も
あ
り
、「
と

に
か
く
危
な
い
か
ら
中
止
」
と
い
う
空
気
が
ま
ん
延
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
今
年
度
は
、「
対
策
を
し
っ
か
り
実

行
し
な
が
ら
、
で
き
る
こ
と
を
で
き
る
範
囲
で
や
ろ
う
」

と
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
年
度
始
め
の
「
新

入
生
歓
迎
会
」
で
は
、
実
行
委
員
会
や
生
徒
会
、
参
加
団

体
が
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
こ
ら
し
、
新
入
生
に
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
な
舞
台
を
創
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、
生
徒
に
と
っ
て
は
か
け
が
え
の
な

い
高
校
生
活
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
学
校
行
事
等
を
工
夫
し

な
が
ら
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

部
活
動
に
お
い
て
も
、
徐
々
に
大
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど

が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
、
弓

道
部
が
女
子
団
体
戦
で
全
国
三
位
と
い
う
輝
か
し
い
成
績

を
残
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
対
面
で
の
会
議
も
徐
々
に
再
開
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
名
刺
交
換
の
場
面
で
は
、「
同
窓
生
で
す
」「
私

も
福
女
（
橘
）
の
卒
業
で
す
」
と
言
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

も
多
く
、
一
二
〇
年
を
超
え
る
歴
史
と
同
窓
生
の
皆
様
の

思
い
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
以
前
同
僚
だ
っ
た
方
が
、

協
力
金
の
振
り
込
み
用
紙
に
、「
母
校
の
校
長
先
生
に
な

ら
れ
、
う
れ
し
い
限
り
で
す
」
と
一
筆
を
添
え
て
く
だ
さ

り
、
繋
が
り
を
と
て
も
嬉
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　

三
月
を
迎
え
、
新
し
い
同
窓
生
が
学
び
舎
を
巣
立
ち
ま

し
た
。
皆
様
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
結

び
に
、
福
女
・
橘
の
伝
統
と
絆
を
受
け
継
ぐ
後
輩
た
ち
が
、

更
に
素
晴
ら
し
い
橘
文
化
を
創
造
し
、
橘
高
校
が
今
後
ま

す
ま
す
発
展
し
ま
す
こ
と
を
、心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
同
窓
の
絆校

長
　
加
藤
　
知
道
　

■令和２年度 福島県立橘高等学校同窓会 一般会計決算書
収 入 金 額　2,348,767円 自　令和２年４月１日
支 出 金 額　1,803,945円 至　令和３年３月31日
次期繰越金　　544,822円

収　　入 （単位：円）
項　　目 予算額 決算額 比較増減 摘　　　　　要
会　　　費 1,820,000 1,826,500 6,500 6,500円×280名、転入生分
雑　収　入 10,000 100,012 90,012 利息、寄付金￥100,000
繰　越　金 422,255 422,255 0

合　　計 2,252,255 2,348,767 96,512

支　　出 （単位：円）
項　　目 予算額 決算額 比較増減 摘　　　　　要
会　議　費 10,000 3,800 △6,200 役員会会議費等
総　会　費 150,000 150,000 0 総会要項等
助　成　費 700,000 450,685 △249,315 全国大会出場助成・看板代・卒業記念品等
慶　弔　費 150,000 22,000 △128,000 退任役員記念品等
通　信　費 40,000 19,100 △20,900 切手、はがき代等
旅　　　費 60,000 0 △60,000
事　務　費 450,000 296,360 △153,640 事務用品、事務作業手当等
維　持　費 560,000 562,000 2,000 セミナーハウス維持管理費
積　立　金 120,000 300,000 180,000 積立金￥200,000　寄付金￥100,000
予　備　費 12,255 0 △12,255
合　　計 2,252,255 1,803,945 △448,310

■令和２年度同窓会協力金
収 入 金 額　6,674,062円 自　令和２年４月１日
支 出 金 額　3,154,894円 至　令和３年３月31日
次期繰越額　3,519,168円

◎収　　入 （単位：円）

項　　目 金　額 摘　要

協 力 金 3,114,039
預 金 利 息 328

前 年 度 繰 越 金 3,559,695
合　　計 6,674,062

◎支　　出 （単位：円）

項　　目 金　額 摘　要

会報発行費　印刷代等 490,820 24,500部

発 送 料 2,646,793 23,104通

需 用 費 17,281 卒業アルバム事務局保存用

合　　計 3,154,894

　監査いたしました結果、会計は適正に執行され、上記
のとおり相違ないことを認めます。
　　令和３年４月７日　　　監査　菅　野　千代子
　　　　　　　　　　　　　　　　佐　藤　恵　子

■令和２年度同窓会基金
積 立 基 金 15,397,256円

■令和２年度同窓会積立金
積　　立　　金 2,592,932円
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寄
贈
品

　

昭
和
31
年
卒

 

遠
藤（
黒
羽
）八
重
子　

様

　
　

著
書
『
歌
集　

陽
だ
ま
り
』 

一
冊

　

昭
和
36
年
卒

 

半
澤　

ト
シ　

様

　
　

著
書『
堤
中
納
言
物
語
を
楽
し
む
』

一
冊

　

昭
和
47
年
卒

 

藤
田（
阿
部
）美
智
子　

様

（
追
悼
集
編
集
委
員
会
事
務
局
）

　
　

 

佐
藤
淑
子
追
悼
集
『
思
春
期
の
子

ど
も
た
ち
と
共
に
生
き
て
』 

一
冊

遺
志
金

　

昭
和
22
年
卒

 

大
田（
中
田
）妙
子　

様

 

金
一
万
円

　

昭
和
23
年
卒

 

半
沢　

八
重　

様

 

金
三
万
円

　

昭
和
45
年
卒

 

小
林　

芳
子　

様

 

金
一
万
円

　

昭
和
53
年
卒

 

芳
賀（
佐
久
間
）千
賀
子　

様

 

金
十
万
円

寄
付
金
・
寄
贈
品
紹
介

お
　
慶
　
び

恩
師 

杉　

昭
重　

様

　

瑞
宝
小
綬
章
受
賞

恩
師 

菅
野　

正
美　

様

　

第
70
回
県
文
化
功
労
賞
受
賞

昭
和
41
年
卒 

草
野（
大
泉
）昌
子　

様

　

 

第
74

回
県
文
学
賞
正
賞
（
俳
句
部
門
）

受
賞

昭
和
49
年
卒 

大
塚　

真
理　

様

　

改
組
新
第
８
回
日
展
第
５
科
書
入
選

総総

会会

報報

告告

組

氏
　
名

組

氏
　
名

1

三
浦
　
大
輔

横
山
　
大
輝

5

金
子
　
凌
大

鈴
木
　
実
結

2

木
村
　
江
那

志
田
　
聖
斗

6

加
藤
　
陽
大

斎
藤
　
遼
空

3

小
林
　
　
慎

茂
木
　
理
紗

7

後
藤
　
　
翔

菅
野
　
和
奈

4

二
見
　
竜
多

樋
口
　
　
葵

新新
学学
年年
幹幹
事事

　

令
和
３
年
度
同
窓
会
総
会
は
、
６

月
26
日
午
後
１
時
半
か
ら
橘
高
校
大

会
議
室
で
来
賓
に
加
藤
知
道
校
長
先

生
を
お
招
き
し
開
催
し
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
の
た
め
、

昨
年
同
様
評
議
員
、
学
年
幹
事
代
表

32
名
が
出
席
。
坪
井
会
長
、
校
長
先

生
か
ら
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
薄
井
文
子
（
Ｓ
41

年
卒
）・
佐

藤
玲
子
（
Ｓ
51
年
卒
）
の
両
名
が
議

長
を
務
め
、
今
年
度
の
事
業
報
告
及

び
決
算
報
告
、
次
年
度
の
事
業
計
画

及
び
予
算
に
つ
い
て
原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

同
窓
会
の
主
な
行
事
　

同
窓
会
の
主
な
行
事
　〈
令
和
３
年
度
〉

〈
令
和
３
年
度
〉

月
日

行
　
　
　
　
事

令
和
３
年

４

７

会
計
監
査

第
１
回
役
員
会

４

14

第
１
回
評
議
員
会
及
び
第
１
回
編
集
委
員
会

６

16

第
２
回
評
議
員
会

６

26

令
和
３
年
度
同
窓
会
総
会

７

７

第
２
回
役
員
会
及
び
第
３
回
評
議
員
会

７

29

母
校
管
弦
楽
部
定
期
演
奏
会
を
後
援

７

31

母
校
合
唱
部
定
期
演
奏
会
を
後
援

10

13

第
３
回
役
員
会
及
び
第
４
回
評
議
員
会

第
２
回
会
報
編
集
委
員
会

11

10

第
１
回
卒
年
に〝
２
〞の
つ
く
学
年
幹
事
会

第
３
回
会
報
編
集
委
員
会

12

１

第
４
回
会
報
編
集
委
員
会

令
和
４
年

１

12

第
５
回
会
報
編
集
委
員
会

１

19

第
６
回
会
報
編
集
委
員
会

１

26

第
７
回
会
報
編
集
委
員
会

２

２

第
８
回
会
報
編
集
委
員
会

２

28

新
卒
業
生
の
同
窓
会
入
会
歓
迎
式

３

１

会
報
「
同
窓
」
第
72
号
発
行
（
全
同
窓
生
に
配
付
）

■令和２年度同窓会協力金
　年代別納入状況

卒業年度 人数 振込額

～昭和19年 35 128,000

昭和20年代 199 432,000

昭和30年代 539 1,013,380

昭和40年代 390 915,000

昭和50年代 261 493,000

昭和60年　
～平成９年 151 268,431

平成10年代 53 81,000

平成20年代～ 77 108,000

合　計 1,705 3,438,811

振込手数料
△324,772

協力金合計 3,114,039

（Ｒ2.3.16～Ｒ3.3.15）

令和４年度（2022年）
総会のお知らせ

と　き

令和４年６月25日㈯
13：30～14：30

ところ

橘高校 大会議室

参加者

当番学年代表各２名
評議員

当番学年

卒年に２のつく学年

　新型コロナウイルス感染状況
から判断し、懇親会を中止し総
会のみ行うことといたします。

　同窓会の皆様には、協力金のお振り込みありが
とうございました。
　協力金を大切に使わせて頂き、会報発行を続け
てまいりましたが、今年度は協力金のみでは会報
の印刷代・発送料が不足する事態不足する事態となりました。

同窓会協力金
　　　納入のお願い

１口 1,000円（以上）の１口 1,000円（以上）の
振り込みを‼振り込みを‼

協力金　　　3,114,039円（ 1,705名）
会報発行費　3,137,613円（23,104通）

「あなたの協力金で同窓会は支えられています」
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囲
　
碁
　
部

囲
　
碁
　
部

▽
第
45
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

　

女
子
団
体
戦 

青
戸　

柚
月

▽
第
45
回
全
国
高
校
囲
碁
選
手
権
全
国
大

会
　

男
子
団
体
戦

 

三
浦　

大
輔　

遠
藤　
　

充

 

高
木　

智
啓　

冨
田　

雄
平

　

女
子
個
人
戦 

青
戸　

柚
月

フ
ェ
ン
シ
ン
グ

フ
ェ
ン
シ
ン
グ

▽
令
和
３
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
大
会

　
第
67
回
全
国
高
等
学
校
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

選
手
権
大
会

 

齋
藤　

有
里

山
　
岳
　
部

山
　
岳
　
部

▽
令
和
３
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
登
山
大
会

　
第
65
回
全
国
高
等
学
校
登
山
大
会

　

団
体
女
子

 

島
貫
も
も
こ　
　

渡
辺　

涼
美

 

本
田　

千
裕　
　

佐
々
木
涼
帆

◆

全
国
大
会
出
場
◆

弓
道
部

弓
道
部

▽
令
和
３
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
弓
道
競
技
大
会

　
第
66
回
全
国
高
等
学
校
弓
道
大
会

　

女
子
団
体

 

赤
城　

の
い　
　

長
谷
川
結
香

 

木
村　
　

蒼　
　

大
橋　

真
子

 

鹿
野
奈
那
子　
　

福
地　

果
歩

　
全
国
大
会
技
能
賞
受
賞

　
女
子
団
体
３
位
入
賞

▽
第
40
回
全
国
高
等
学
校
弓
道
選
抜
大
会

　

女
子
団
体

 
齋
藤　

世
奈　
　

福
地　

果
歩

 

大
橋　

真
子　
　

大
竹　

春
奈

水
　
泳
　
部

水
　
泳
　
部

▽
令
和
３
年
度
全
国
高
等
学
校
体
育
大
会

水
泳
競
技
大
会

　

女
子
100
ｍ
平
泳
ぎ 

曲
山　

陽
菜

フェンシング部 囲 碁 部

弓 道 部水 泳 部

管弦楽部 写真提供 株式会社フォトライフ

激
励
金
贈
呈
式

激
励
金
贈
呈
式

　

七
月
七
日
校
長
室
に
て
全
国
大
会

出
場
者
へ
の
激
励
金
贈
呈
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
努
力
を

重
ね
た
全
国
大
会
出
場
者
へ
坪
井
有

子
会
長
か
ら
激
励
の
言
葉
が
送
ら

れ
、
激
励
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

三年生への三年生への
メッセージメッセージ

　

人
気
漫
画
「
ワ
ン
ピ
ー
ス
」
の
仲
間

を
示
す
シ
ー
ン
を
、
先
輩
方
の
写
真
で

作
り
上
げ
ま
し
た
。
枚
数
は
千
を
超
え

て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
気
が
遠
く

な
る
よ
う
な
作
業
で
し
た
が
、
先
輩
方

が
、
仲
間
を
思
い
出
せ
る
よ
う
に
と
心

を
込
め
て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

 

（
在
校
生　

談
）

管
弦
楽
部

管
弦
楽
部

▽
第
10
回
日
本
学
校
合
奏
コ
ン
ク
ー
ル

　
2021
全
国
大
会
グ
ラ
ン
ド
コ
ン
テ
ス
ト
高
等
学
校
部
門
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令和３年度 入試合格状況 （４月１日現在）
国　立　大　学

大　学　名 現役 過年度卒
北見工業大 1

室蘭工業大 1

岩手大 4

東北大 5

　経済部 2

　農学部 2

　医学部 1

宮城教育大 2

山形大 7

福島大 53 1

　人間発達 17

　行政政策 16

　経済経営 11

　共生システム 4 1

　食農 5

茨城大 4 1

筑波大 2

宇都宮大 2

埼玉大 4

千葉大 1

電気通信大 1

横浜国立大 1

新潟大 13 1

琉球大 1

合　　　計 102 3

公　立　大　学
大　学　名 現役 過年度卒

釧路公立大 1

青森公立大 2

宮城大 8

秋田県立大 1

会津大 2 1

福島県立医大 16

　看護学部 7

　保健学部 9

前橋工科大 1

群馬県立女子大 1

高崎経済大 4 1

東京都立大 3

新潟県立大 4

福井県立大 1

都留文科大 1

長野県立大 2

合　　　計 47 2

私　立　大　学
大　学　名 現役 過年度卒

酪農学園大 2

石巻専修大 3

仙台大 1

東北学院大 95 3

東北工大 6

東北生活文化大 1

東北福祉大 37

東北医薬大 1

宮城学院女子大 6

仙台白百合女子大 2

東北文化学園大 1

尚絅学院大 3

東北芸術工大 5

東北公益文科大 1

医療創生大 1

郡山女子大 3

つくば国際大 2

常磐大 2

流通経済大 2

国際医療福祉大 6

作新学院大 1

白鷗大 6

高崎健康福祉大 1

群馬医療福祉大 2

群馬パース大 5

跡見学園女子大 6

城西大 3

駿河台大 2

獨協大 5

日本工大 3

文教大 3

十文字学園女子大 1

武蔵野学院大 1

神田外語大 2

淑徳大 2

聖徳大 1

青山学院大 1

千葉工大 2

桜美林大 1

大妻女子大 2

北里大 6

工学院大 1

國學院大 3

国士舘大 1

駒澤大 2 1

駒沢女子大 1

実践女子大 3

芝浦工大 2

私　立　大　学
大　学　名 現役 過年度卒

順天堂大 1

白百合女子大 1

成蹊大 1

成城大 2 1

専修大 5

大正大 3

大東文化大 2 1

玉川大 4

中央大 9

津田塾大 1

東海大 11 3

東京工科大 3

東京女子大 1

東京造形大 1

東京電機大 1

東京農大 6

東京薬大 2

東京理大 1

東邦大 1

東洋大 8 2

日本大 21

　工学部以外 3

　工学部 18

日本社会事業大 2

法政大 1

武蔵野大 1

明治大 4

明治学院大 2

明治薬大 1

立教大 2

立正大 1

早稲田大 2

東京医療保健大 2

東京有明医療大 1

神奈川大 13

鎌倉女子大 1

関東学院大 1

相模女子大 1

鶴見大 1

桐蔭横浜大 1

東京工芸大 1

日本映画大 1

新潟工科大 1

新潟医療福祉大 7

関西大 2

近畿大 4 1

その他 4

合　　　計 386 17

大　　学　　校
大 学 校 名 現役 過年度卒

防衛大学校 1

合　　　計 1 0

短　期　大　学
短　大　名 現役 過年度卒

山形県米沢女子短大 4

会津大短大部 4

郡山女大短大部 1 1

桜の聖母短大 6

福島学院大短大部 1

合　　　計 16 1

専 門 学 校 等
学　校　名 現役 過年度卒

太田看護専門学校 1

大原看護専門学校 9

山形医技専門学校 1

埼玉医附属看護専門学校 1

その他 4

合　　　計 16 0

就　　　　　職
就　職　先 現役 過年度卒

合　　　計 0 0

種　　　別 現役 過年度卒
国公立大学 149 5

私立大学 386 17

大学校 1 0

短期大学 16 1

専門学校等 16 0

就職等 0 0

※表中の数字は、「合格者数」である。
※表中の「過年度卒」欄の合格者数については、報告のあった人数を示している。

　

令
和
三
年
度
入
試
は
、
大
学
入
試
改
革
初
年
度
の
年
と
し
て

「
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
」
が
「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」

に
変
わ
っ
た
年
で
し
た
。
教
員
、
生
徒
と
も
三
年
間
か
け
て
こ

れ
ら
の
改
革
に
合
わ
せ
た
準
備
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
急
な
中

止
や
延
期
が
相
次
ぎ
、
さ
ら
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
休
校

措
置
等
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労
を
し
た
学
年
で
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
多
く
の
変
化
に
も
的
確
に
対
応
し
、

大
学
入
試
に
関
し
て
も
別
表
の
通
り
す
ば
ら
し
い
実
績
を
残
し

ま
し
た
。
福
島
大
学
や
福
島
県
立
医
科
大
学
（
ど
ち
ら
も
県
内

で
一
位
の
合
格
者
数
）
な
ど
、
地
元
大
学
へ
の
合
格
者
を
多
く

輩
出
し
た
ほ
か
、
東
北
大
学
を
始
め
と
し
た
県
外
の
大
学
に
も

多
く
の
合
格
者
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
国

公
立
大
学
の
合
格
者
数
は
一
四
九
名
と
な
り
、
七
ク
ラ
ス
定
員

に
な
っ
た
初
年
度
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
例
年
通
り
の
合

格
者
数
が
出
ま
し
た
。
ま
た
、
私
立
大
学
に
お
い
て
も
果
敢
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
多
く
の
合
格
者
が
出
ま
し
た
。

　

例
年
、小
論
文
指
導
等
で
は
同
窓
会
館
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
環
境
に
あ
る
こ
と
も
進
路
実
績
の
大
き
な
プ
ラ
ス

要
因
で
す
。
同
窓
会
の
皆
さ
ま
に
は
こ
の
場
を
借
り
て
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
進
路
指
導
主
事　

平
澤　

貞
博
）

令
和
三
年
三
月
卒
業
生
の

令
和
三
年
三
月
卒
業
生
の

　
　
　
大
学
合
格
状
況
と
進
路
状
況

　
　
　
大
学
合
格
状
況
と
進
路
状
況

　

福
島
市
立
図
書
館

一
階
の
「
八
百
板
洋

子
文
庫
」。
本
校
昭
和

39
年
卒
で
児
童
文
学
者

の
八
百
板
洋
子
さ
ん
が

寄
贈
さ
れ
た
児
童
図
書

271
冊
を
も
と
に
設
置
さ

れ
、
充
実
し
た
文
庫
と

な
っ
て
い
ま
す
。
八
百

板
さ
ん
が
文
を
担
当
し

た
『
金
の
鳥　

ブ
ル
ガ

リ
ア
の
む
か
し
ば
な

し
』
は
、
第
二
十
五
回

日
本
絵
本
賞
に
選
ば
れ

て
い
ま
す
。

　

Ｆ
Ｃ
か
ら
た
ち
会
（
代
表　

斎
藤

ミ
ヨ
）
は
、
福
島
市
内
で
事
業
等
を

営
ん
で
い
る
旧
福
女
卒
業
生
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
設
立
二
十
周
年

（
平
成
26

年
）
を
機
に
、
在
校
生
が

未
来
の
福
島
を
担
う
べ
く
存
分
に
勉

学
に
励
む
一
助
と
な
る
よ
う
支
援
し

て
き
ま
し
た（
三
年
間
一
人
30
万
円
・

返
済
不
要
）。

　

十
年
間
を
一
区
切
り
と
し
て
令
和

五
年
に
終
了
し
ま
す
。
こ
の
間
、
助

産
師
、
音
楽
家
、
教
員
、
国
際
関
係

の
仕
事
等
々
の
希
望
に
向
か
っ
て
進

学
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
活
躍
し
て
い
ま

す
。

在
校
生
へ
の
エ
ー
ル

在
校
生
へ
の
エ
ー
ル

「
Ｆ
Ｃ
か
ら
た
ち
会
」
修
学
支
援
事
業

「
Ｆ
Ｃ
か
ら
た
ち
会
」
修
学
支
援
事
業

八百板洋子文庫
福島市立図書館
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楽
し
い
時
間
は
す
ぐ
に
過
ぎ
去

る
も
の
で
す
。
こ
の
七
十
数
年
の

私
の
時
間
も
あ
っ
と
い
う
間
で
し

た
。
と
り
わ
け
福
女
時
代
の
八
年

間
は
そ
う
で
し
た
。
同
時
に
、
忘

れ
難
い
思
い
出
が
あ
ふ
れ
出
て
く

る
の
も
福
女
時
代
で
す
。

　

当
時
の
卒
業
生
に
と
っ
て
も
、

新
入
生
歓
迎
会
・
文
化
祭
・
三
年

生
を
送
る
会
の
三
本
柱
か
ら
な
る

生
徒
会
行
事
は
、
き
っ
と
忘
れ
が

た
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

私
は
「
福
女
文
化
」
と
呼
ば
れ

て
い
た
生
徒
会
行
事
の
フ
ァ
ン
で

し
た
。
何
よ
り
も
、
校
内
を
忙
し

く
駆
け
巡
っ
て
準
備
に
あ
た
っ
て

い
た
生
徒
会
本
部
役
員
、
実
行
委

員
、
そ
の
呼
び
か
け
に
応
え
て
切

磋
琢
磨
す
る
福
女
生
の
姿
に
魅
了

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
週
五
日
制
が

始
ま
り
、
授
業
時
数
の
確
保
が
第

一
、と
の
声
が
高
ま
る
中
で
し
た
。

卒
業
生
・
同
窓
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
も

巻
き
込
み
、六
〇
〇
余
編
の
作
詞
、

一
四
〇
余
編
の
作
曲
の
応
募
作
品

か
ら
生
み
出
さ
れ
た
、
百
周
年
記

念
歌
「
マ
イ
ロ
ー
ド
」
は
、
見
事

で
し
た
。
そ
こ
に
は
「
た
ち
ば
な

の
香
り
」
が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。

　

同
じ
年
の
公
開
文
化
祭
準
備
の

時
で
し
た
。
朝
の
連
絡
を
手
短
に

済
ま
せ
、
教
室
の
後
ろ
隅
に
立
つ

私
の
耳
に
、
つ
ぶ
や
く
よ
う
な
声

が
確
か
に
聞
こ
え
た
の
で
す
。『
モ

モ
』
を
シ
ナ
リ
オ
化
し
、
生
徒
自

身
が
作
詞
・
作
曲
し
た
主
題
歌
を

全
員
で
練
習
し
終
え
た
時
で
す
。

「
あ
あ
、
わ
た
し
、
今
、
青
春
し

て
い
る
ん
だ
。
青
春
…
…
」。
大

賞
を
受
賞
し
た
作
品
は
、
ク
ラ
ス

版
Ｃ
Ｄ
と
な
り
ま
し
た
。

　

四
年
後
、
女
子
校
最
後
の
公
開

文
化
祭
で
し
た
。
日
頃
、
歴
史
と

伝
統
を
語
る
な
ら
、
戦
前
の
五
十

年
、
と
り
わ
け
空
襲
が
続
く
中
、

横
須
賀
海
軍
工
廠
へ
動
員
さ
れ
た

福
島
高
女
生
た
ち
の
歴
史
に
学
ば

な
け
れ
ば
、
と
口
に
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
体
験
談
を
直

接
聞
き
だ
し
、
先
輩
た
ち
に
背
中

を
押
さ
れ
な
が
ら
見
事
な
ま
で
の

朗
読
劇
を
上
演
し
、
ま
た
三
〇
〇

ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
本
に
仕
上
げ
た
の

も
福
女
生
で
し
た
。

　

そ
の
機
縁
か
ら
、
退
職
後
の
私

は
、「
高
女
時
代
に
で
き
な
か
っ

た
勉
強
を
し
た
い
」と
の
願
い
で
、

八
十
歳
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
十

数
名
と
、
五
年
間
に
わ
た
っ
て
、

日
本
近
現
代
史
の
学
び
を
し
ま
し

た
。
反
知
性
主
義
が
ま
か
り
通
る

今
日
、「
た
ち
ば
な
の
香
り
」
が
放

た
れ
続
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

冬
　
　
菫

草
野（
大
泉
）昌
子
（
昭
和
41

年
卒
）

飯
坂
の
ち
ゃ
ん
こ
ち
ゃ
ん
こ
に
も
淑
気

 

志
津
久

　

今
年
の
正
月
は

息
子
達
に
誘
わ
れ

て
、
久
々
に
飯
坂

温
泉
に
一
泊
し
た
。

正
月
の
ち
ゃ
ん
こ
ち
ゃ
ん
こ
（
石
段
）

は
雪
の
中
、降
り
る
人
も
無
く
静
か
だ
っ

た
。
思
わ
ず
、
飯
坂
小
唄
の
一
節
を
口

ず
さ
む
私
に
、
孫
達
は
き
ょ
と
ん
と
し

て
い
た
。

　

一
年
生
の
時
の
隣
の
席
は
大
き
な
温

泉
旅
館
の
娘
さ
ん
で
、
板
前
さ
ん
が
作

る
色
ど
り
も
鮮
や
か
な
お
弁
当
が
眩
し

か
っ
た
。
そ
の
頃
の
福
女
は
、
図
書
館

や
小
さ
な
部
室
も
皆
木
造
で
、
購
買
部

へ
行
く
渡
り
廊
下
は
、
冬
に
は
よ
く
雪

が
積
も
っ
て
い
た
。
私
達
は
ペ
ギ
ー
葉

山
の
〝
学
生
時
代
〞
そ
の
ま
ま
に
、
近

く
の
教
会
に
通
っ
て
は
、
ま
じ
め
に
牧

師
さ
ん
の
お
話
を
聞
き
、「
神
は
い
る

の
か
？
」
と
議
論
し
あ
っ
た
。

　

で
も
サ
ル
ト
ル
だ
ボ
ー
ボ
ワ
ー
ル
だ

と
言
っ
て
い
た
割
に
は
、
か
ら
た
ち
の

垣
根
を
か
き
わ
け
て
買
い
に
行
っ
た
ホ

カ
ホ
カ
の
コ
ロ
ッ
ケ
や
、
揚
げ
ク
リ
ー

ム
パ
ン
や
特
別
な
日
の
日
米
商
会
の

柔
軟
な
発
想
の
も
と

小
野（
今
泉
）光
代
（
昭
和
60

年
卒
）

　

私
は
高
校
三
年

生
の
時
に
、
突
然

体
調
不
良
で
二
回

も
入
院
し
、
退
院

草
野
昌
子
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

大
谷
大
学
文
学
部
卒
業

「
俳
句
結
社
小
熊
座
」（
翅
の
会
）
に
所
属

高
野
ム
ツ
オ
に
師
事

二
〇
二
一
年
県
文
学
賞
正
賞
（
俳
句
部
門
）
受
賞

俳
号
　
志
津
久

マ
イ
ド
リ
ー
ム
・
マ
イ
ロ
ー
ド

マ
イ
ド
リ
ー
ム
・
マ
イ
ロ
ー
ド

〝
た
ち
ば
な
の
香
り
〞

松
　
谷
　
彰
　
夫
　

平
成
６
〜
14

年

（
福
島
市
在
住
）

後
も
休
み
が
多
く
、
最
終
学
年
に
思
い

も
よ
ら
ぬ
こ
と
で
、
気
持
ち
が
落
ち
込

み
が
ち
で
し
た
。
し
か
し
、
明
る
い
ク

ラ
ス
メ
イ
ト
と
先
生
の
お
陰
で
、
無
事

卒
業
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
卒
業

間
近
に
は
、
と
て
も
楽
し
い
思
い
出
も

た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。

　

一
つ
め
は
、
社
会
科
の
角
田
先
生
の

最
後
の
授
業
で
、
全
員
が
数
学
の
教
科

書
を
開
き
、
さ
ら
に
黒
板
に
数
人
が
宿

題
の
数
式
を
ビ
ッ
シ
リ
書
き
、
入
っ

て
き
た
先
生
を
驚
か
す
、
と
い
う
も
の

で
し
た
。
何
も
知
ら
な
い
先
生
は
、
時

間
割
を
間
違
え
た
と
思
っ
て
戻
っ
て
い

き
、
い
た
ず
ら
は
大
成
功
。
そ
の
後
、

先
生
と
生
徒
み
ん
な
で
大
笑
い
し
ま
し

た
。

　

二
つ
め
は
、
白
石
先
生
の
物
理
の
最

後
の
授
業
で
、
今
度
は
先
生
に
ド
ッ
キ

リ
実
験
を
仕
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。
先
生

と
生
徒
全
員
が
手
を
繋
ぎ
教
室
に
大
き

な
輪
を
作
り
、
巨
大
な
静
電
気
発
生
装

置
に
先
生
が
ア
ー
ス
を
す
る
と
、
大
き

な
衝
撃
波
が
全
員
を
駆
け
抜
け
、
皆

ビ
ッ
ク
リ
し
て
悲
鳴
を
上
げ
て
大
騒

ぎ
。
ま
さ
に
、
福
女
の
「
で
ん
じ
ろ
う

先
生
」
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
担
任
の
本
多
先
生
の
最
後

の
国
語
の
授
業
で
は
、
初
め
て
ハ
ン
グ

ル
文
字
を
教
わ
り
ま
し
た
。
当
時
は
た

だ
た
だ
珍
し
く
、
韓
流
ブ
ー
ム
で
こ

ん
な
に
ハ
ン
グ
ル
が
身
近
に
な
る
と
は

思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
型
に
は
ま
ら
な
い
思
い

シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
の
方
が
懐
か
し
い
の

だ
か
ら
、
乙
女
心
は
解
ら
な
い
。

　

仏
前
の
裏
白
乾
く
こ
ろ
ひ
と
り

花
谷
和
子

　

冬
晴
れ
の
跨
線
橋
子
ら
を
帰
す
橋

志
津
久

　

今
に
な
る
と
、
早
朝
ガ
タ
ガ
タ
と
揺

ら
れ
な
が
ら
通
っ
た
崖
の
上
の
道
も
、

カ
バ
ン
に
積
も
っ
た
埃
さ
え
も
、
な
ん

だ
か
懐
か
し
い
。
私
の
人
生
で
、
一
番

本
を
読
み
、
語
り
合
い
、
夢
を
見
た
三

年
間
だ
っ
た
か
ら
…
。

　

手
秤
り
に
乗
ら
ぬ
未
来
よ
冬
菫志

津
久

　

本
当
に
先
の
読
め
な
い
日
々
だ
け
れ

ど
、
福
女
卒
と
い
う
誇
り
に
励
ま
さ
れ

な
が
ら
ひ
と
り
を
生
き
よ
う
と
思
う
。
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オ
ラ
ン
ダ
か
ら

　
　
　
Dag（
ハ
ロ
ー
）！

畠
澤　

由
希
（
平
成
13

年
卒
）

　

高
校
最
初
の
中
間
考
査
の
総
合
順

位
、
私
は
下
か
ら
二
番
目
で
し
た
。
学

年
約
四
百
名
の
最
底
辺
。
数
学
と
英
語

は
赤
点
を
何
度
も
取
り
、
文
系
な
の
で

英
語
は
捨
て
る
に
捨
て
ら
れ
ず
、
読
む

の
も
書
く
の
も
大
変
苦
労
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
私
が
今
、
西
欧
の
端
っ
こ
の

オ
ラ
ン
ダ
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
か
れ

こ
れ
十
六
年
目
、
福
女
に
入
っ
た
年
齢

と
同
じ
だ
け
こ
の
国
に
居
座
っ
て
い
ま

す
。
ち
な
み
に
必
死
に
な
っ
て
英
語
を

勉
強
し
て
来
て
み
た
ら
、
周
り
は
流
暢

に
英
語
を
話
す
も
の
の
基
本
は
オ
ラ
ン

ダ
語
社
会
、
泣
き
ま
し
た
。

　

三
十
代
の
私
が
こ
ん
な
所
で
こ
ん
な

ふ
う
に
生
き
て
い
る
な
ん
て
不
思
議
な

も
の
で
す
。
高
校
時
代
に
は
予
想
も
し

な
か
っ
た
現
在
で
す
。
大
学
を
出
た
ら

就
職
し
て
結
婚
し
て
新
し
い
家
族
を

持
っ
て
、
日
本
の
ど
こ
か
で
暮
ら
し
て

い
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

畠
澤
由
希
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

武
蔵
野
美
術
大
学
造
形
学
部
卒

オ
ラ
ン
ダ
王
立
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
・
ハ
ー
グ
校

に
留
学

現
地
の
日
系
旅
行
会
社
勤
務

小
野
光
代
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

岩
手
大
農
学
部
農
学
科
卒

同
大
大
学
院
農
学
科
植
物
病
理
学
専
攻
修
士
課

程
修
了

福
島
県
農
林
水
産
部
職
員

退
職
後
家
業
の
三
和
紙
店
勤
務（
福
咲
和
紙
を
開
発
）

出
の
数
々
が
、
柔
軟
な
発
想
の
も
と
に

な
り
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
「
福
咲

和
紙
」に
繋
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　〈
客
　
員
〉

小
野　
　

徹　

先
生 

令
３
・
10
・
24

紺
野　

俊
雄　

先
生 

令
３
・
９
・
23

濱
名　

邦
光　

先
生 

令
３
・
３
・
21

吉
田　
　

弘　

先
生 

令
３
・
11
・
17

蓬
田　

道
郎　

先
生 

令
３
・
11
・
18

　〈
会
　
員
〉

◦
二
本
松
支
部
福
松
会　

会
長

　

昭
28
卒 

大
松　

良
子
様（
桜
田
）

 

令
３
・
７
・
31

◦
会
津
支
部　

元
支
部
長

　

昭
36
卒 

坂
内　

ヨ
シ
様（
大
島
）

 

令
３
・
３
・
16

昭
10
卒 

佐
藤　

キ
ミ（
佐
藤
） 

令
３
・
２
・
22

昭
10
卒 

鈴
木　

カ
ツ（
渡
苅
） 

令
３
・
２
・
23

昭
10
卒 

栗
原　

ヨ
シ（
阿
部
） 

令
元
・
９
・
26

昭
15
卒 

伊
柳
し
づ
え（
佐
原
） 

令
２
・
12
・
27

昭
15
卒 

高
橋　

ト
シ 

令
３
・
１
・
15

昭
15
卒 

尾
形　

節
子（
稲
村
） 

令
３
・
６
・
15

昭
15
卒 

兵
藤　

鈴
子（
兵
藤
） 

平
31
・
４
・
27

昭
16
卒 

菅
野　

紀
子（
志
賀
） 

令
３
・
７
・
７

昭
16
卒 

佐
藤
サ
キ
子（
芳
賀
） 

令
３
・
４
・
13

昭
16
卒 

安
喰　

邦
子（
井
上
） 

令
元
・
11
・
13

昭
16
卒 

宍
戸　

昌
子（
渋
谷
） 

令
２
・
６
・
７

昭
16
卒 

東
海
林
正
子（
羽
賀
） 

令
元
・
12
・
19

昭
17
卒 

池
田　
　

順（
石
幡
） 

令
元
・
11
・
26

昭
17
卒 

角
田　

セ
ツ（
梅
津
）

昭
18
卒 

斎
藤　
　

文（
加
藤
） 

令
３
・
５
・
20

昭
18
卒 

根
本　

照
子（
斉
藤
） 

令
２
・
９
・
３

昭
19
卒 

竹
田　

和
子（
三
浦
） 

令
２
・
12
・
27

昭
19
卒 

松
橋　

信
子（
安
藤
） 

令
２
・
７　

昭
19
卒 

丹
治
ミ
ヨ
子（
後
藤
） 

令
３
・
３
・
28

昭
19
卒 

石
川　

久
子（
似
田
） 

平
30
・
４
・
１

昭
19
卒 

鈴
木　

英
子（
松
井
） 

令
２
・
６　

昭
19
卒 

佐
久
間
照
子（
金
沢
） 

令
元
・
12
・
24

昭
20
卒 

古
関　

昭
子（
阿
曾
） 

令
２
・
７
・
３

昭
20
卒 

秋
元　

典
子（
小
松
）

昭
21
卒 

宮
坂　

英
子（
中
山
） 

令
２
・
５　

昭
21
卒 

鈴
木　

美
恵（
大
河
内
） 

令
２
・
９
・
19

昭
22
卒 

大
田　

妙
子（
中
田
） 

令
２
・
１
・
１

昭
22
卒 

斎
藤　

徳
子（
大
内
） 

令
３
・
10
・
27

昭
22
卒 

鈴
木　

ミ
チ（
芳
賀
） 

令
元
・
８
・
18

昭
22
卒 

五
十
嵐
泰
子（
五
十
嵐
） 

令
３
・
９
・
13

昭
22
卒 

稲
垣　

玲
子（
長
沢
） 

令
元
・
６
・
28

昭
22
卒 

佐
藤　

雅
子（
安
西
） 

令
２
・
６
・
20

昭
22
卒 

白
崎
喜
久
子（
増
子
） 

令
３
・
６
・
６

昭
22
卒 

高
野　

悦
子（
大
内
） 

令
４
・
１
・
18

昭
23
卒 

半
沢　

八
重 

令
２
・
５
・
30

昭
24
卒 

田
中　

英
子（
菅
野
） 

令
元
・
９
・
６

昭
24
卒 

大
久
保
美
智
子（
渡
辺
） 

平
28
・
７
・
20

昭
24
卒 
杉
田　

貞
子（
渡
辺
） 

平
31
・
４
・
５

昭
25
卒 
佐
　々

重
子 

令
２
・
６
・
28

昭
26
卒 

猪
股　

キ
イ（
荒
） 

令
元
・
８
・
14

昭
26
卒 

宍
戸　

寿
子（
黒
坂
） 

令
２
・
５　

昭
26
卒 

柳
沼　

裕
子（
河
野
） 

令
３
・
７
・
21

昭
26
卒 

森
村
美
智
子（
森
村
） 

令
３
・
２
・
８

昭
27
卒 

加
藤　

ツ
ギ（
高
橋
） 

令
２
・
11
・
３

昭
27
卒 

木
村　

千
代（
吉
田
） 

令
２
・
10
・
２

昭
27
卒 

村
上　

清
子（
村
上
） 

令
３
・
12
・
15

昭
28
卒 

菊
地
ミ
ツ
子（
長
沢
） 

令
２
・
３
・
５

昭
28
卒 

瀧
浪　

智
子（
目
々
沢
） 

令
３
・
８
・
20

昭
29
卒 

黒
須　
　

滋（
阿
部
） 

令
２
・
４
・
20

昭
29
卒 

舟
山
ヒ
サ
子（
佐
藤
） 

令
元
・
12
・
30

昭
29
卒 

朽
木　

セ
ツ 

令
３
・
３
・
６

昭
29
卒 

箭
内　

ス
ミ（
柳
沼
） 

令
２
・
２
・
10

昭
29
卒 

五
島　

美
代（
遊
佐
） 

令
２
・
４
・
10

昭
29
卒 

菅
野
美
智
子（
菅
野
） 

平
31
・
２
・
６

昭
29
卒 

水
上
キ
ヌ
ヨ（
瓶
子
） 

令
２
・
７
・
７

昭
30
卒 

本
郷　

節
子（
吉
田
） 

令
２
・
11
・
11

昭
31
卒 

加
藤　

文
子（
加
藤
） 

令
２
・
11
・
17

昭
31
卒 

渡
邉
美
和
子 

平
31
・
４
・
26

昭
32
卒 

二
瓶
小
夜
子（
佐
藤
） 

令
３
・
８
・
16

昭
33
卒 

斉
藤
亜
砂
子（
近
藤
） 

令
元
・
10
・
１

昭
33
卒 

斉
藤　

紀
子（
白
井
） 

令
３
・
１
・
２

昭
34
卒 

佐
藤　

景
子（
山
口
） 

令
２
・
11
・
11

昭
34
卒 

大
木
世
紀
子（
海
野
） 

令
２
・
５
・
13

昭
34
卒 

佐
戸
川
房
子（
伊
達
） 

令
２　
　
　

昭
35
卒 

三
瓶
美
枝
子（
国
分
） 

令
２
・
８
・
９

昭
35
卒 

梶
浦
ひ
ろ
子（
金
田
一
） 

令
２
・
９
・
29

昭
35
卒 

佐
藤　

通
子（
高
野
） 

令
３
・
３
・
20

昭
36
卒 

久
保
木
弘
子（
佐
藤
） 

令
２
・
11
・
３

昭
36
卒 

野
地　

誠
子（
安
斎
） 

令
３
・
１
・
19

昭
36
卒 

黒
沢　

カ
ツ（
高
橋
） 

令
３
・
２
・
３

昭
37
卒 

菅
野　

キ
イ（
阿
部
） 

令
２
・
12
・
21

昭
38
卒 

三
富　

和
子（
安
田
） 

令
３
・
９
・
19

昭
41
卒 

鎌
田　

京
子（
金
沢
） 

令
２
・
７
・
19

昭
42
卒 

樋
口　

幸
子（
山
岸
） 

令
２
・
11
・
29

昭
45
卒 

小
林　

芳
子 

令
２
・
12
・
16

昭
46
卒 

添
田　

和
子（
後
藤
） 

令
３
・
２
・
１

昭
48
卒 

有
櫛　

道
子（
森
谷
） 

平
12
・
２　

昭
53
卒 

芳
賀
千
賀
子（
佐
久
間
） 

令
３
・
１
・
23

昭
59
卒 

渡
邉　

泰
子 

令
２
・
１
・
29

敬
　
　
　
弔

支
部
一
覧

支
部
名

支
　
部
　
長

卒
年

東

京

脇
山
（
渡
辺
）
亞
子

昭
46

（
事
務
局
）

小
林
（
石
田
）
文
子

昭
56

郡
山
福
桜
会

佐
藤
（
山
崎
）
久
子

昭
33

会

津

五
十
嵐
（
岩
崎
）
英
子

昭
44

（
事
務
局
）

佐
藤
（
二
階
堂
）
浩
子

昭
37

須

賀

川

須
田
（
遊
佐
）
良
子

昭
33

二
本
松
福
松
会

（
事
務
局
）

渡
辺
（
渡
辺
）
道
子

昭
36

本

宮

杉
内
（
高
野
）
聡
恵

昭
51

保

原

舟
山
（
栗
原
）
由
美

昭
40

川

俣

斎
藤
（
佐
藤
）
幸
子

昭
18

飯

坂

佐
々
木
（
佐
藤
）
米
子

昭
30

福
島
県
庁

た
ち
ば
な
会

吉
成
（
橘
）
宣
子

昭
59

福
島
市
役
所

た
ち
ば
な
会

佐
藤
（
菅
野
）
博
子

昭
55

（
事
務
局
）

永

島

晶

子

平
９

が
今
、
外
国
で
未
婚
の
ま
ま
母
に
な
り

働
き
な
が
ら
子
育
て
を
し
て
い
ま
す
。

立
派
な
大
人
は
仕
事
を
バ
リ
バ
リ
こ
な

す
も
の
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
高
校

時
代
よ
り
少
し
は
マ
シ
に
な
っ
た
か
と

思
わ
れ
る
集
中
力
と
周
囲
の
協
力
で
何

と
か
乗
り
切
っ
て
い
る
現
状
で
す
。

　

今
、
現
実
の
困
難
や
挫
折
か
ら
自
分

自
身
に
立
ち
返
る
時
、
思
い
出
す
の
は

福
女
で
の
日
々
で
す
。「
お
ゆ
き
は
お

ゆ
き
だ
よ
」
と
い
つ
も
言
っ
て
く
れ
る

友
が
い
ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
あ
の
時

間
。
生
徒
会
に
入
っ
た
り
、
受
験
生
の

夏
な
の
に
文
化
祭
実
行
委
員
に
な
っ
た

り
。
劣
等
生
で
も
や
り
た
い
こ
と
を
全

力
で
や
っ
た
あ
の
三
年
間
が
今
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　

来
年
は
四
十
代
、
ど
ん
な
自
分
に
出

会
え
る
か
楽
し
み
で
す
。

住所変更手続きのお願い
　住所や電話番号等を変更された方は事務局
までお知らせください。正確を期すため書面
（協力金振込用紙通信欄、ファックス、ハガキ）
でご連絡ください。

福島県立橘高等学校同窓会

事務局　福島県立橘高等学校内
　　　　〒960-8011　福島市宮下町７番41号
　　　　ファックス番号（０２４）５３５－３３９７

イタリアへの旅行

ニ
ュ
ー
ス
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｏ

ニ
ュ
ー
ス
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｏ

月
日

Ｍ
　
Ｅ
　
Ｍ
　
Ｏ

令
和
３
年

１

１

平
成
３
年
卒
　
遠
藤
千
晶
様

Ｅ
テ
レ
「
に
っ
ぽ
ん
の
芸
能
・
新
春
ス
ペ

シ
ャ
ル
」
に
出
演

５

21

第
23
回
橘
ゴ
ル
フ
会
コ
ン
ペ

　（
安
達
太
良
カ
ン
ト
リ
ー
）
16
名
参
加

10～～９
10～～24

昭
和
50
年
卒
　
宍
戸
路
枝
様

「
日
本
画
・
洋
画
・
刻
字
三
人
個
展
」
刻
字

の
部
（
福
島
市
写
真
美
術
館
）

10

10

秋
の
橘
ゴ
ル
フ
会
コ
ン
ペ

　（
民
報
コ
ー
ス
）
17
名
参
加

12

28～～１

平
成
３
年
卒
　
秋
葉
珠
実
様

あ
き
ば
た
ま
み
個
展
（
福
島
テ
ル
サ
）

令
和
４
年

１

１

平
成
３
年
卒
　
遠
藤
千
晶
様

Ｅ
テ
レ
「
に
っ
ぽ
ん
の
芸
能
・
新
春
ス
ペ

シ
ャ
ル
」
に
出
演

Ｂ
Ｓ
テ
レ
東
「
エ
ン
タ
ー
・
ザ
・
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
」
に
出
演

１

14・15

日
本
フ
ィ
ル
定
期
演
奏
会
に
出
演
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学

年

だ

よ

学

年

だ

よ

りり

学

年

だ

よ

り

あ
と
が
き

◎
　
昨
年
に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
が
収
ま
ら
な
い
な
か

で
の
編
集
作
業
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
活
動
や
行
事

の
開
催
が
で
き
な
い
状
況
で
は
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
会
報
が
同
窓
生

の
皆
様
を
つ
な
い
で
い
く
一
助
と

な
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

◎
　
お
忙
し
い
な
か
、
ご
寄
稿
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

六
月
二
十
六
日
㈯
「
令
和
三
年
度
同

窓
会
総
会
」
に
出
席
。
卒
年
に
一
の
つ

く
学
年
が
当
番
、
事
な
く
終
了
。
会
議

室
か
ら
外
を
眺
め
る
と
、
校
庭
や
信
夫

山
は
頭
の
中
の
景
色
と
大
分
違
う
。
あ

の
懐
か
し
き
母
校
福●

女●

。
胸
キ
ュ
ン
に

な
る
か
と
思
っ
た
が
あ
ま
り
な
ら
ず
。

そ
れ
は
そ
う
で
あ
る
。
橘
高
、
男
女
共

学
、
新
校
舎
。
あ
の
木
造
校
舎
が
や
た

ら
と
懐
か
し
い
。
バ
ス
ケ
で
汗
し
た
体

育
館
、
私
の
「
青
春
」、
今
八
十
四
歳

の「
生せ

い

春し
ゅ
ん」こ
れ
も
時
代
だ
な
ぁ
と
…
。

　

ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
た
橘
高
現
役
生
に
未

来
を
感
じ
な
が
ら
、
私
の
母
校
は
遠
く

な
り
に
け
り
…
。

敷
島
の
海
、い
ま
な
お
藍
く

佐
藤（
山
田
）貞
子
（
昭
和
21

年
卒
）

な
つ
か
し
き
母
校

小
野
﨑（
武
山
）由
芙
子
（
昭
和
31

年
卒
）

懐
か
し
い
思
い
出

宮
川（
山
田
）ミ
ヨ
（
昭
和
41

年
卒
）

「
高
校
時
代
」の
出
会
い
に
感
謝

佐
藤（
渡
辺
）玲
子
（
昭
和
51

年
卒
）

再
会
を
願
っ
て
…

高
守　

恵
（
平
成
元
年
卒
）

平
時
へ
の
回
復
を
願
っ
て

狗
飼（
石
幡
）美
和
（
昭
和
61

年
卒
）

　

昭
和
十
七
年
入
学
の
私
達
は
戦
争
中

と
い
う
こ
と
で
勤
労
奉
仕
、軍
手
作
り
、

競
馬
場
開
墾
等
の
作
業
が
あ
り
ま
し

た
。
雪
中
行
事
と
称
し
て
、
制
服
の
ま

ま
信
夫
山
に
登
ら
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
三
年
生
の
十
一
月
に
は
横
須

賀
市
の
海
軍
工
廠
に
学
徒
動
員
さ
れ
、

お
国
の
為

に
と
一
生

懸
命
働
き

ま
し
た
。

食
糧
不
足

に
よ
る
空

腹
や
、
空

襲
に
堪
え

な
が
ら
。

で
も
終
戦

に
よ
り
全
員
無
事
帰
郷
、
福
女
を
卒
業

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
卒
業
四
十

年
後
、
修
学
旅
行
と
称
し
て
、
再
び
横

須
賀
を
訪
れ
、
そ
の
後
「
敷
島
の
海
、

い
ま
な
お
藍
く
」
と
い
う
文
集
を
作
り

ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
と
り
上
げ
「
征

け
学
徒
よ
」
と
い
う
朗
読
集
を
作
り
、

学
校
や
各
種
団
体
な
ど
で
戦
争
体
験
の

朗
読
を
し
て
回
り
ま
し
た
。
八
十
五
歳

の
時
か
ら
私
達
藍
の
会
は
月
一
回
の
昼

食
会
を
始
め
、
話
し
合
い
を
楽
し
ん
で

き
ま
し
た
。
昨
年
二
月
か
ら
コ
ロ
ナ
の

為
中
止
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

私
達
は
今
で
も
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

福
女
同
窓
会
の
仲
間
入
り
を
し
て
、

早
や
五
十
六
年
に
な
り
ま
す
。
私
達
は

戦
後
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
真
っ
只
中
に
生

ま
れ
、
同
学
年
は
一
ク
ラ
ス
五
十
数
名

で
十
組
編
成
で
し
た
。「
狭
い
な
が
ら

も
楽
し
い
我
が
教
室
」
で
、
明
朗
で
活

発
な
仲
間
達
と
、
時
に
は
合
唱
を
し
た

り
賑
や
か
な
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
た

　
「
高
校
時
代
」
で
す
ぐ
に
思
い
出
す

の
は
？
と
同
級
生
に
聞
き
ま
し
た
。
彼

女
は
斎
藤
和
也
先
生
が
日
本
史
の
授
業

で
「
歴
史
は
、
年
号
と
出
来
事
だ
け
を

覚
え
る
の
で
は
な
く
、
人
間
が
ど
の
よ

う
に
生
き
て
き
た
か
を
知
る
こ
と
だ
」

と
言
わ
れ
た
こ
と
、
と
答
え
ま
し
た
。

　
「
高
校
時
代
」
と
問
わ
れ
、
和
也
先

生
の
薫
陶
を
思
い
出
し
「
自
分
が
生
き

て
き
た
時
間
を
思
う
と
、
失
敗
も
あ

り
、
恥
ず
か
し
く
な
る
こ
と
も
あ
る
け

れ
ど
、
そ
れ
で
も
そ
の
時
そ
の
時
が
輝

い
て
い
て
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
、
嬉
し

か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
自
分
の
人
生

が
愛
お
し
く
な
る
」
と
、
岐
路
に
立
つ

た
び
恩
師
の
言
葉
を
羅
針
盤
に
し
て
き

た
友
。
歴
史
的
と
も
言
え
る
コ
ロ
ナ
禍

の
今
、
私
も
改
め
て
か
み
し
め
て
い
ま

す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
十
年
、
平
成
最

初
の
卒
業
生
で
あ
る
私
達
の
学
年
の
同

窓
会
の
当
番
が
巡
っ
て
き
ま
し
た
。

　

前
回
当
番
幹
事
だ
っ
た
十
年
前
は
東

日
本
大
震
災
で
、
総
会
は
秋
に
延
期
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
原
発
の
事
故
も
あ

り
、
お
子
さ
ん
の
健
康
を
心
配
し
て
他

県
へ
避
難
さ
れ
た
方
な
ど
も
い
て
、
同

期
の
参
加
者
は
少
な
か
っ
た
よ
う
に
記

憶
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
で
幹
事
の

み
出
席
の
総
会
で
し
た
。
校
長
先
生
か

ら
昨
年
度
の
修
学
旅
行
が
中
止
と
な
っ

た
こ
と
を
お
聞
き
し
ま
し
た
が
、
今
年

度
は
学
校
行
事
が
例
年
通
り
実
施
で
き

ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

次
回
当
番
と
な
る
十
年
後
は
、
時
間

的
な
余
裕
も
出
て
く
る
は
ず
で
す
。
連

絡
が
と
れ
な
く
な
っ
て
い
る
方
々
も
多

い
の
で
す
が
、
総
会
や
懇
親
会
へ
の
参

加
を
機
に
旧
交
を
温
め
、
友
や
師
と
の

出
会
い
を
与
え
て
く
れ
た
母
校
に
対

し
、
こ
れ
か
ら
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ

と
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

不
惑
の
年
と
な
り
、
い
よ
い
よ
同
窓

会
の
お
手
伝
い
の
年
と
思
っ
て
い
た
矢

先
の
震
災
…
勤
務
す
る
二
本
松
市
の
避

難
所
で
配
ら
れ
て
い
た
地
方
紙
で
同
窓

会
開
催
を
知
り
、
次
こ
そ
は
お
役
に
立

ち
た
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
こ
の

コ
ロ
ナ
騒
動
で
す
。
卒
業
生
に
は
医
療

に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
も
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
お

働
き
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
会
報
が
発
行
さ
れ
る
頃
に
は
、
事

態
が
少
し
で
も
好
転
し
て
い
る
こ
と
を

願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
令
和
二
年
か
ら
二

年
連
続
で
母
校
で
の
総
会
の
み
と
な
っ

た
同
窓
会
で
す
が
、
そ
こ
で
お
目
に
か

か
っ
た
お
姉
様
方
の
咲
き
誇
る
笑
顔
、

若
輩
の
私
に
ド
ア
を
開
け
て
く
だ
さ
る

お
気
遣
い
な
ど
、
福
女
生
ら
し
さ
を
感

じ
、
嬉
し
く
、
高
校
時
代
を
懐
か
し
く

思
い
出
し
ま
し
た
。

　

十
年
後
、
私
達
の
代
は
仕
事
や
子
育

て
か
ら
解
放
さ
れ
る
頃
で
す
。
お
一
人

で
も
多
く
の
同
級
生
と
ゆ
っ
く
り
会
え

た
ら
い
い
ね
、
と
同
じ
く
学
年
幹
事
の

石
井
（
旧
姓
長
谷
川
）
智
子
さ
ん
と
お

話
し
て
、
三
十
年
振
り
の
母
校
を
あ
と

に
し
ま
し
た
。

気
が
致
し
ま
す
。

　

忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
は
、
昭
和

三
十
九
年
（
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

の
年
）関
西
方
面
へ
の
修
学
旅
行
で
す
。

中
で
も
奈
良
薬
師
寺
の
有
名
高
僧
に
よ

る
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
ご
説
法
の
貴
重
な

時
間
で
す
。
夏
制
服
を
着
用
し
た
ピ
ュ

ア
そ
の
ま
ま
の
少
女
達
が
、
高
僧
を
囲

ん
で
大
笑
い
し
て
い
る
写
真
が
残
っ
て

お
り
ま
す
。
同
級
会
な
ど
で
は
、
今

で
も
大
い
に
盛
り
上
が
る
話
題
の
一
つ

で
す
。
思
い
出
は
尽
き
ま
せ
ん
が
、
次

回
同
窓
会
は
穏
や
か
な
日
常
に
戻
り
、

一
人
で
も
多
く
の
方
と
笑
顔
で
元
気

に
再
会
で
き
る
こ
と
を
祈
っ
て
お
り 

ま
す
。

　

こ
ん
な
深
い
話
を
語
れ
る
「
高
校
時

代
」
を
、
福
女
で
過
ご
せ
た
こ
と
は
誇

り
で
す
。
卒
業
か
ら
半
世
紀
近
く
、
す

で
に
歴
史
の
一
部
に
な
り
つ
つ
あ
る
私

た
ち
、
こ
の
出
会
い
に
今
、
感
謝
の
思

い
で
一
杯
で
す
。

　

長
生
き
し
て
ま
す
と
、
戦
争
、
震
災
、

コ
ロ
ナ
な
ど
大
変
な
こ
と
に
遭
う
も
の

で
す
ね
。負
け
ず
に
頑
張
ら
な
け
れ
ば
。


